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The serum IgE level in respiratory diseases, especially in patients with pulmonary 

tuberculosis, was studied. In addition, the other immunoglobulins and cell mediated immu-

nity were tested at the same time. Out of 61 patients with active pulmonary tuberculosis, 

seven cases showed high IgE level, and clinical response to treatment was checked in these 

seven cases.

IgE in patients with pulmonary tuberculosis, bronchial asthma and lung cancer, showed 

high level compared with the healthy control.

As to immunoglobulins except IgE, patients with pulmonary tuberculosis and lung cancer 

showed high level of IgG and IgA, although while patients with bronchial asthma showed 

normal value of IgG and IgA. DNCB skin reaction, which is one of the markers of cell 

mediated immunity decreased in patients with pulmonary tuberculosis and lung cancer. 

However, patients with bronchial asthma showed normal reaction. There was no signifi

cant difference in DNCB reaction between patients with high IgE level and normal or low 

IgE. It is suggested that there might be a difference in the role of IgE between patients with 

pulmonary tuberculosis and those with bronchial asthma.
Seven out of 61 patients with pulmonary tuberculosis showed as high serum IgE value as 

over 600 Iu/ml. Their IgE level fell down to normal level after 6-month chemotherapy. 

Two out of above 7 showed as high serum IgA value as over 340mg/dl. In these 2 patients 
the IgA level showed decline in the course of chemotherapy. The decline in the serum IgE 

and IgA levels by treatment were very similar. It is suggested that IgE and IgA were 

closedly related with respiratory organ.
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緒 言

IgEが1966年 石 坂1)に よりreaginのcarrierと して発

見 され て以来,各 種 疾 患 にお けるIgE値 の実 態が 明 ら

か に され つつ あ る。特 にJohanssonら2)が,気 管 支 喘息

患者 のIgE値 を報告 してか ら,各 種疾 患 のIgEレ ベ ル

お よび その病 態 に関す る役割 な どが報 告 され,解 明 さ

れつ つ あ る。 しか し,呼 吸器 疾 患で は気管 支喘 息 を除

けばその 報告 は少 な く,呼 吸 器 にお け るIgEの 病 態お

よび役 割 に関 し,不 明 な とこ ろが 多い。今 回私 ど もは,

呼吸 器疾 患,特 に肺 結核 のIgE値 に注 目 し,IgE高 値

例 につ いて種 々の分 析 を試 み,そ れ らとの関係 を検 討

したので報 告 す る。

対象および方法

対 象:1)　 健 康 者群 は,自 覚 的 お よび他 覚 的 に健 康 で,

ア レル ギー歴 の ない もの38例 。2)肺 結核 群 は,昭 和

53年 よ り56年 の3年 間 の入 院患者 で,排 菌 陽1生の活 動

性 肺結 核 で,ア レル ギー 歴 のな い61例 。3)肺 癌 群 は,

昭和53年 よ り55年 の2年 間 の入 院患者 で,未 治 療 の原

発 性肺 癌例 で,ア レル ギー歴 の ない もの48例 。4)気

管支 喘息群 は,外 来 患者 で,過 去 または現 在 に喘 息発

作の あ る もの52例 で,ア トピー型35例,混 合型5例,

感染 型12例 。

方法:血清IgE値 お よび他の.血清免 疫 グロブ リンなど

は,す べ て未 治療 時 に測定 し,複 数 回測 定 した もの は

その平均値 を とった。 更 に免 疫皮 膚 反応 も,未 治療 時

に施行 し,判 定 まで治療 せ ず,薬 剤 等の 影響 をで きる

だ け うけな い よ うに した。 これ らはすべ て入 院直 後,

ほぼ 同時 期 に測定 を行 な った。 また,治 療 に よる変化

をみ るため,治 療前 と ともに治療 開始 後約6ヵ 月後 に,

血清IgE値 お よび他 の血清 免疫 グロブ リン,免 疫 皮膚

反応 も測 定 した。

1)　血清IgE濃 度 測定 法:RIST(radio immuno sor-

bent test)法 を使 用 し,Phademas IgE testキ ッ ト

(Phademas社)を 用 いた。 な お測定 の下 限 は,25IU/

mlで あ り,600IU/ml以 上 を高値,50IU/ml以 下 を比

較 的低値 とした。更 に,入 院 時の 血清IgE値 と約6ヵ

月治療後 の 血清IgE値 の対 数 を比較 し,生 理 的変 動幅

(0.15)以 下 に減 少 した場合 を治療 に よる低 下 と判 定 し

た。

2)　血清 免疫 グ ロブ リン(IgG,IgA,IgM)濃 度 測

定法:Laser Nephelometryに て測定 した。IgGは1500

mg/dl,IgAは340mg/dl,IgMは140mg/dl以 上 を高

値 とした。 いずれ も治療 前 と治療 後約6ヵ 月後 との値

を比較 し,高 値 が正 常値 に なっ た場 合 を低下 と判 定 し

た。

3)　免疫 皮膚 反応

a) DNCB反 応:北郷 の変法 を用 い て行 ない,判 定 基

準 にの っ とって判 定 した。1% DNCB溶 液0.025m/で

24時 間感作 し,2週 間後0.1% DNCBア セ トン0.05m/48

時 間販布 し判 定 した。(廾)以 上 を陽 性 とした。

b) PPD反 応:一般 診断 用精製 ツベ ル ク リン(日 本 ビ

ー シー ジー社)0 .05μg/0.1mlを 皮 内 に注射 し,48時 間

後 ツベ ル ク リン反応 判定 基準 に よ り判 定 して(+)以

上 を陽性 とした。

4)　 その他:末 梢 血中 の赤 血球数 ヘ モ グ ロビ ン,白

血 球数 お よび その分 画 とと もに,総 蛋 白,蛋 白分 画,

補体 を血清IgE値 と同 時に測 定 した。 また,血 沈,血

図1 IgEと 呼 吸器疾 患
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清CRPも 測定 した。

結 果

1)　血 清IgE値(表1。 図1)

IgE高 値(600IU/ml<)例 は,肺 結 核 で は61例 中7

例(11%)で あ った。 肺癌 は48例 中12例(25%)が 高

値 を示 した。 気管支 喘 息で は,52例 中21例(40%)が

高値 を示 し,こ の うちア トピー型 が51%と 多 く,感 染

型 は8%と 低 率 で あ った。健康 者 は38例 中2例(5%)

に高値 をみ た。気 管支 喘息 と健康 者 の間 に有意 差(P<

0.01)を 認 めた。

次 に平 均値 を とる と,肺 結 核 は311IU/mlで あ り,肺

癌537IU/mlや,気 管支 喘息1037IU/mlよ り低 いが健

康 者 の185IU/mlと 比べ,有 意(P<0.02)に 高 か った。

表1 IgEと 呼 吸器疾 患

a/b:P<0.01.c/f:P<0.02.d/f,e/f,c/e,d/e:P<0.05

図2　 呼 吸器疾 患 にお け るIgEと 他 の免疫 グロブ リン
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一 方
,IgE低 値(50IU/ml>)例 をみ る と,健 康 者 が

7例(18%)で あ り,気 管支 喘 息、で は2例(4%),肺

癌 で は1例(2%)と 少 ないが,肺 結核 では9例(15

%)で あ り,健 康 者 との間 に有意 差 を認め なか っ た。

2) IgEと 他 の体 液性免 疫 グ ロブ リン(IgG, IgA,

 IgM)と の 関係(表2,図2)。

肺結核 は,平 均値 がIgG1478mg/dl, IgA348mg/dl,

 IgM128mg/dlで,健 康 者 の1031mg/dl, 225mg/dl,

 100mg/dlに 比べ,IgG, IgAと もに有 意(そ れ ぞれP<

0.02)に 高値 を示 した。IgE高 値 例 では,IgE非 高値 例

に比 し,IgGは 低 値 を示 したが,有 意差 はな く,IgA,

 IgMで も差 は認 め なか った。肺癌 では,IgG, IgA, IgM

すべ て健 康者 に比べ 有 意(P>0.05)に 高 く,気 管支 喘

息 ではす べ て健 康 者 とほぼ 同 じ値 を示 した。以上,IgE

以外 の体 液性免 疫 グ ロブ リンは,肺 結 核 と肺癌 で は,

気管支 喘 息,と健 康者 との間 に有意 差 を認 めた。

3) IgEと 免疫 皮 膚反応(DNCB,PPD反 応)と の

関係(表3,図3)。

肺結核 全体 では,PPD反 応 陽性 率 は93%と 健康 者 と

差 は ないが,DNCB反 応 陽性率 は49%と 健康 者 と有 意

(P<0.01)の 低 下 を認め た。IgE高 値 例 では,非 高値

例 に比べ,DNCB反 応 陽性率 は高 い傾 向がみ られたが,

PPD反 応 とも有 意差 は なか った。

肺 癌 で は,DNCB反 応 陽 性率36%,PPD反 応 陽 性率

68%で 健 康者 に比 し,低 下 を認 め た。一 方,気 管 支喘

息では,DNCB反 応 陽性 率83%お よびPPD反 応陽性 率

83%で,健 康 者 と差 はみ られ ない。即 ち,細 胞性免 疫

(特にDNCB反 応)で は,肺 結核,肺 癌 と気管支 喘 息,

健 康 者 との間 に有 意差 をみ た。

4) IgE高 値 を示 した9症 例(表4)。

9例 中2例 は ア レル ギー歴 を有 して いた。9例 の病

型 は学会分 類 でII型 が 多 く,I型 は1例 のみ で あった。

表2　 呼 吸器 疾患 のIgEと 他 の免疫 グロブ リン

a/e,f/j:P<0.02.b/e,g/j:P<0.001.c/e,d/e,h/j,i/j,k/I:P<0.005

表3　 呼 吸疾 患のIgEと 細胞 性免 疫

*ス テ ロ イ ド使用 者 a/c,b/c:P<0.01
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好 酸球 数 は,7例 と もに正 常 であ った。 抗結 核剤 は,

5例 はSM,INH,RFPを 投与 したが,他 の2例(症

例②,③)は 効 果 が少 ない ため,途 中でSMをEBに

変更 した。全 例抗 結核剤 治療6ヵ 月後,血 沈,CRP胸

部 レン トゲ ン所 見の 改善 と ともに,排 菌 陰性 とな った。

これ らの症 例 の治療 前後 のIgEを 比較 す る と,す べ て

の症例 で治 療後IgEは 有 意 の低下 を認 め た。 しか し,

7例 中4例 で は,な お高値 を続 けて いた。

DNCB反 応
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図3呼 吸 器疾 患 にお け るIgEと 細胞性 免疫

表4活 動性肺結核のIgE高 値例

ア レル 胸部XP
入院時排菌 退院時

好酸球数 入院時 退院時 IgE 気管支炎症状

症 例
ギー 歴 病 型 塗抹 培養

排 菌' % 絶対値

JgE

(IU/111)

待lgE

(1U/ml)

経 過

判 定 咳漱 喀疾

①■77歳 ♂ 一 bll2P1 III号 十 一 3 234 1400 770 ↓ 十 十

②■■77歳 ♂
一 bll2P1 一 2/1 一 1 760 470 ↓ 十 升

血疾

③■79歳 ♂ 一 bll2P1 一 220/II 一 0 138 1400 720 ↓ 升 ザ

④■26歳 ♂ 一 bl1 III 升 一 0 880 310 ↓ 十 十

⑤■33歳 ♀
一 rll2 V 十 一 '2

175 1400 960 ↓ 十 十

⑥■37歳 ♂
一 bll2 一 5/II 一 1 225 1950 820 ↓ 十 十

⑦■■61歳 ♂
一 rlll V 十

一 2 181 670 400 ↓ 十 十

⑧■60歳 ♂ 十 rlll V 十 一 P 5 250 6750 4800 → 十 十

⑨■69歳 ♂ 十 rll1 一 4/II 一 4 1075 1200 489 ↓ 十 十
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一 方
,ア レル ギー歴 を有 す るIgE高 値2例(症 例(8),

(9))で もうち1例(症 例(9))が 治療後 に有 意 の低 下 を

示 したが,症 例(8)は改善 後 もIgE高 値 が続 いて いる。

症 例(9)では好酸 球数 の増 加 を伴 って い た。

5) IgE高 値 肺結核 例 の治療 による免疫 グロブ リンの

経 時的 変化(図4)。

IgE高 値 の肺結 核7例 中,IgG高 値1例,IgA高 値2

例 がみ られ,6ヵ 月治 療後IgG高 値1例 で はIgGに 変

化 を認 め ないが,IgA高 値2例 は2例 ともIgEの 低下

と並 行 してIgAも 有意 の減 少 を認 めた。IgG正 常 範囲

内の 症例 で は,IgGに 変 化 を認め ないが,IgA正 常範 囲

内の 症例 で は,IgAは 低 下傾 向 を示 した。IgEとIgAの

治療 に よる低下 は 同 じ傾 向 を示 した。IgMの 高値例 は

1例 もな く,治 療 に よ り2例 はIgMは わ ずか に低 下 し

たが,他 の5例 は上 昇傾 向 を示 した。 一方,ア レル ギ

ー歴 を有す るIgE高 値 例2例 で も
,1例 はIgA高 値 で,

この症例 で はや は り治療 によ りIgEと ともにIgAも 有

意 の低下 を認 め た。

6) IgE高 値 活 動性 肺結核 症 例 の呈示(図5)。

IgE高 値 活 動性肺 結核7例 の うち,代 表 的 な1症 例の

経 過 を示 す。症 例 は77歳 の 男性 で胸部 レ ン トゲ ン学会

分 類 はbII2pl,入 院 時喀 疾結核 菌 塗抹 陰性,培 養2/1

で ある。 ア レルギー歴 はな い。入 院時検 査 で は,血 沈

73mm/1h,CRP5+,免 疫 グ ロブ リンはIgE7601U/ml,

 IgG1342mg/dl, IgA477mg/dl, IgM66mg/dl免 疫 皮

膚 反応 はPPD(廾), DNCB(+)で ある。抗 結核 剤SM、 .。

g,INH0.4g, RFP0. 45gで 開始 し,途 中でSMの 副作

用 が認め られ たため,EB1.0gに 変 更 して治 療5ヵ 月後,

排菌 陰性 化 とと もに血 沈,CRPの 改善 をみ,血 清IgE

は4701U/mlと 有 意の低 下 を示 した。入院 時高値 で あっ

たIgAも320mg/dlと 治療 に よ り有 意の低 下 を認 めた。

考 察

IgEと 呼吸 器疾 患 に関 しては,気 管支 喘息 以外 の報 告

例 は少 ない。我 々3)はさ きに呼吸 器疾 患,特 に肺 癌症 例

を中心 に,血 清IgEと ともにそ れ と他 の免 疫 グ ロブ リ

ンや,細 胞 性免疫 との 関係 につ いて報告 した。 肺結 核

と γ-グ ロブ リンに関 して は,原 沢4)(1952)が10例 の

結 核症 を調 べ,結 核 症 にお いて増加 した γ-グ ロブ リン

分 画 の一部 が,結 核 菌 と密接 な関係 を有す る と報告 し

IgE

IgG

IgA

IgM

図4 IgE高 値例 の治療 に よる免疫 グロブ リンの変 化
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てい るが,肺 結核 とIgEお よび他 の免疫 グロブ リンに

関 しての報告 は少 な く,服 部 ら5)(1973)は,各 種 肺疾

患 の血 清IgEを 測定 し,肺 結核 で は正常 人 の約3倍 に

上昇 して い る と報 告 してい る。 また,近 藤 ら6)(1974)

は,肺 結 核78例 を調べ,や は り気 管支 喘息、に比 し低位

で あ るが9平 均 値239.81U/mlと 正 常人 平均値 に比べ,

有 意の増加 を示 した と述べ ている。しかし,山 口6)(1975)

は,肺 結 核246例 を調べ,IgE上 昇 は39例(13.4%)で

あ り,上 昇例 で は続発 性気 管支 拡 張症 の ある例 か,混

合感 染 のか な り強度 の例 で,肺 結核 に対 す るIgEの 関

与 は少 な い よ うで あ る と述 べ てお り,ま た排 菌 の有無

とIgEと は一定 の関係 はな いが,排 菌 の ない群 で僅 か

に高値例 が あ った と述べ て い る。今井8)(1978)も,135

例 の発病 後 間 もな い活動性 肺結 核 の血清IgEを 調べ,

平均2181U/mlで 対照 との間 に有 意差 を認 めなか った と

述べ て い る。私 どもの症例 で は,排 菌 陽性 の肺結核61

例 中IgE高 値 例 は7例(11%)でS全 平均 値 は健常 者 と

比べ,有 意の上 昇 を示 して い る。また,ICEと 気管 支炎

症状(咳 漱,喀 疾)と の関連 性 を検討 したが,特 に関

係 はなか っ た よ うで あ る。

他 の免疫 グロブ リン(lgG,IgA,IgM)に つ い ては,

JHA9)(1976)は,肺 結核 患者78例 を検 討 し,正 常者 に

比べ 高値 で,特 にIgG(平 均値1455.9mg/dl),IgA(平

均値348.1mg/dl)に お いて上昇 してお り,治 療 に よ り

症 状 が改善 す る につ れ,減 少 の傾 向が み られ る と述べ

てお り,山 口7)(1975)は,IgGの 高値 例が 多 い と言 っ

てい る。 また,Casterlinelo)(1976)は29例 の活動 性肺

結核 を調べ,IgGは 高 い傾 向 を示 し,IgMは 低 い傾 向

を示 したが,IgEもIgAも 差 は なか った と報 告 して い

る。我 々の 症例 で は,肺 結核 の免疫 グロブ リンの平均

値 は,IgG1478mg/dl,IgA348mg/dlと 健 康 者 に比べ,

有 意 に上 昇 してい たが,IgMは 差 はみ られ なか った。

また,肺 癌 にお いて も健 康 者 に比べ て,IgG,IgA,IgM

の有 意の上 昇 がみ られ,気 管支 喘息 のIgG,IgA,IgM

すべ て健康 者 と差 がみ られず,IgEの み有意 に高値 とい

う結果 とは異 な って いた。 この よ うに,肺 結核 にお け
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る免疫 グ ロブ リンが,気 管支 喘 息 と異 な り,肺 癌 と類

似 したパ ター ン を呈 した こ とは興 味深 い。

今 回,我 々は特 にIgE高 値 の肺結核7例 の 治療 に よ

る経 過 を,IgEお よび他 の免 疫 グロブ リンにつ いて追 っ

てみ たが,そ れ に よる とIgEで は,IgE高 値 の7例 す

べ て 治療 に よ り,排 菌 陰性,血 沈,CRP ,胸 部X線 所

見 の 改善 に伴 い,IgEは 有 意の低 下 を認 め た。これ まで

我 々 の調べ た範 囲 では,肺 結核 のIgE高 値 例の 治療 に

よ る経 過 の報告 例 は な く,極 め て興 味 が あ り,肺 結核

の 病態 と何 らか の関係 が示 唆 され る。また,IgE高 値例

につ いて他 の免疫 グロブ リンで は,IgGに は変 化 はみ ら

れ なか っ たが,IgA高 値 の2例 は治 療 に よ り有意 の低

下 を認 め,IgEとIgAの 治 療 に よる低 下 に 同 じ傾 向が

み られ た。真 弓11)(1976)は,急 性 肺 炎,サ ル コイ ドー

シス,活 動性肺 結核,肺 気腫,気 管 支 喘息 では,Bcel1

の増加 が み られ,B cellの 機 能 を反 映す る免 疫 グ ロブ

リンについて もIgEを 含 むpolyclonalな 変 化 が認め ら

れ て も不思 議 で はな い と述べ てい る。 上述 の結 果 は こ

の こ と と関係 が あ るか も知 れ ない。また,IgAやIgEに

関 しては呼 吸器 とい う臓 器 にお け る疾 患 の特有 な変 化

とも考 え られ る。呼 吸器 系 にお け る免 疫学 的特 性 とし

て,リ ンパ装 置 としてのBALT(Bronchial-associated

 lymphoid tissue)やBAC(Brorlcho-alveolar cells)

とと もに分 泌型IgA, IgE, IgM, IgGの 産生 機能 が知

られ て きて い る。いずれ に して も,か つて γ-グ ロブ リ

ンの上昇 が指 適 され た肺結 核 にお いて,免 疫 グロブ リ

ン測 定 の進歩 と ともに,IgG, IgAと と もにIgEの 上昇

とい うpolyclonalな 変化 と して認 め られ たこ とは注 目

に値 す る。 しか し,活 動性肺 結核 患者 にお けるIgE高

値 の機 序 につ い ては,今 後 更 に検 討 を加 え なけれ ば な

らない と考 え る。

結 語

呼吸 器疾 患 の うち,活 動 性肺 結核61例,原 発性 肺癌

48例,気 管支 喘 息52例 お よび 健 康 者38例 のIgE値 を

RIST法 によ り検 索 し,同 時 に他 の体 液 性免 疫検 査 と細

胞 性免 疫反 応 を加 え,以 下 の成績 を得 た。

1)　活 動性 肺結 核61例 では,血 清IgEは,健 康 者 に比

べ 有意 に高 か った。

2) IgEを 除 く他 の免 疫 グロブ リンでは,肺 結核 は,IgG,

 IgAの 高値 例 が 多 く,肺 癌 と類似 を示 し,気 管支

喘 息 とは異 な って いた。

3)　細 胞性 免疫 皮膚 反応(DNCB反 応)は,肺 結核,

肺 癌 とも健康 者 に比 し,低 下率 が 高 か った。

4)　IgE高 値 例7例 では,抗 結 核 剤治痩6ヵ 月後,全 例

IgEは 有 意 の低下 を示 した。 その7例 中2例 で は

IgAの 上 昇 がみ られ,治 療6ヵ 月後 有意 の減 少 を

認め た。

以 上,肺 結 核 患者 にみ られ るIgE高 値 は,poly-

clonalな 変 化 で ある と考 え られ た。

なお,本 論文 の要 旨は,第10回 日本 臨床 免疫 学会 総

会(1982)で 発 表 した。
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